Unbeaten Tracks in Japan : イザベラ・バードの見た宗教の混在と近代日本の礎を築いた明治時代の宣教 by 吉田 一穂
序16世紀後半から17世紀初頭に日本を訪れた西洋人の主な顔ぶれは, 富の
追求に余念がない商人か, もしくは日本人をキリスト教に改宗させること
に生涯をかけたカトリックの宣教師であった1)｡ 日本のキリスト教の始ま
りを, 1549年のフランシス・ザヴィエル (Francis Xavier, 150652) の来
日をもって考えるのは, 賢明なことである｡ 1549年, ザヴィエルには二人
のポルトガル人のイエズス会士と日本人のアンジロー (ヤジロー) が付き
添っていた2)｡ 彼らが着いた鹿児島の君主は, ポルトガル人との貿易を望
み, ザヴィエルに布教の許可を与えた (Hammer 92)｡
最初キリスト教は歓迎されたが, 徐々に迫害を受けるようになり3), 壊
滅的打撃を受けたかに思われた｡ しかし, 隠れキリシタンは, 200年以上
にわたってその信仰を密かに伝えていた｡ 1873年にキリシタン禁制が終息
すると, 地域の信仰や習慣と結びついたこうした土着のキリスト教が公に
その姿を現した (Bowker 169)4)｡ キリスト教の宣教師たちは, 西洋の列
強との条約の調印の後, すなわち1850年代後半に日本にたどり着いたが,
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1873年まで公然と宣教し, 結果を得ることができなかった｡ しかし, 徳川
によるキリスト教禁止が撤廃された1873年からキリスト教は, 支持者を獲
得し始めた (Earhart 223)｡
1873年以降のキリスト教布教について, 重要な手がかりを与えてくれる
書物がある｡ それがイザベラ・バード (Isabella L. Bird, 18311904) の
Unbeaten Tracks in Japan (1880) である｡ イギリスのヨークシャーで牧師
の長女として生まれた彼女は, ヴィクトリアン・レイディ・トラヴェラー
として, 世界中を旅した｡ 当時としては珍しい旅行者であったが, 彼女の
いくつかの旅行記には, 対象に関する忠実な描写と深い洞察が見られる5)｡
それは, Unbeaten Tracks in Japanにも言えることであり, 特に日本の明
治時代におけるキリスト教についての重要な記述が見られる｡ アンナ・ス
トッダート (Anna M. Stoddart) は, ｢彼女 (イザベラ・バード) は世界
にイエス・キリストの王国が広がることを熱心に望んでいたが, 特別な儀
式や教義を支持しようと考えていたわけではない｣ と述べている
(Stoddart vi)｡ ストッダートの見解は当を得た見解である｡ バードは, キ
リスト教の普及を望ましいことだと思っていたが, どちらかと言うと客観
的に宣教の様子を伝えていると思われるからだ｡
タガート・マーフィー (R. Taggart Murphy) は, ｢カトリックはイベリ
ア半島というより, ほとんどフランスからやって来て, そこにロシアから
の正教会とアメリカから大部分のプロテスタントが加わった｣, さらに,
｢19世紀後半と20世紀初頭の宣教師の努力により, 多くの学校, 大学, 病
院ができた｡ それらの多くは今日も成長を続けている｣ (Taggart 7576)
と述べているが6), 明治時代の宣教について詳述していない｡
本論文では, バードが明治時代の日本における宣教をどのようにとらえ
ていたか Unbeaten Tracks in Japanの記述を手がかりに考えてみたい｡ さ
らに宗教が混在する日本でキリスト教が果たした役割についても考えてみ
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たい｡
1. 東京から青森まで
イザベラ・バードは, 1878年 (明治11年) ６月から９月にかけて, 通訳
兼従者として雇った伊藤鶴吉 (18571913) とともに, 東京を起点に日光
から新潟へ抜け, 日本海側から北海道に至る北日本を旅した｡ また10月か
ら神戸, 京都, 伊勢, 大阪を訪ねている｡ 本章では, 東京から青森の旅に
ついて考察したい｡
まず, バードが旅について語る前に, ｢ハリー・パークス卿が日本の総
督なのではないかとか7), 日本は清の属国であるとか, 日本はカトリック
教徒であるとか, キリスト教は禁じられているとか, 日本国内の住民は野
蛮人であるとか, 気候は熱帯性であるとかいう憶測は, 私自身学識ある人々
から幾度となく聞かされている｣ (4) と述べていることに注目したい8)｡
この箇所でバードは日本について外国人が持ってしまいがちな誤解だけで
なく, 宗教のことについても触れている｡ このことは, Unbeaten Tracks in
Japanで1873年にキリスト教禁止が撤廃された後の様子を伝える意図の表
れであると考えられる｡
バードの宗教に関する記述で特筆すべき部分について見ていきたい｡ 彼
女は, 日本人に雇われていない外国人が唯一住むことのできる居留地, 築
地について述べている｡ 築地の伝道について, 彼女はアメリカ長老派, 改
革派, スコットランド一致長老派の宣教師が５人いて, そのうちの一人,
医療宣教師のヘンリー・フォールズ (Henry Faulds, 18431930) が小さな
病院を開いていることを伝えている｡ さらに, キリスト教青年会
(YMCA) が人気を博していることを伝えている｡
明治維新を先導してきた有能な人々は, 外国人スタッフを雇い続けるつ
もりはなく, できるかぎりの知識や技術を手に入れた後は, 外国人に用は
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ないと考える傾向にあった｡ そういうわけで, 数年の契約期間で日本政府
に雇われ, その後日本を去る外国人も多かったと思われる9)｡ そのことを
考えると, 1873年合同長老派教会の医療伝道団の一員として来日し, 築地
病院で働き, 1886年まで日本にいたフォールズの働きは大きかった｡ フォー
ルズは, 外科医と眼科医として活躍し, グラスゴー医科大学の防腐処理や
コレラの治療などを導入した10)｡
ところで, バードは, 1895年に中国を旅し, 中国における宣教の実情を
知ることとなる｡ 宜昌でカトリックの大きな伝道会の本部を見たバードは,
カトリックの聖職者が禁欲的である一方, プロテスタントの宣教師が開港
場にある快適で裕福に見える家に住んでいることに気づく｡ しかし一方で
プロテスタントの宣教師のめざましい働きにも注目している｡ 築地でのプ
ロテスタントの隆盛を示すことにより, バードは, カトリックのイエズス
会が支配的であった安土桃山時代とは異なる鎖国が解かれた後の様変わり
した明治時代の宣教を読者に印象づけている｡
築地に関してキリスト教が進出してきている様を描写する一方で, バー
ドは浅草では, 仏教が支配的でありながらも町のにぎわいを ｢浅草では毎
日がお祭りです｡ このお寺は偉大な神々の中で最も人気のある神に献じら
れており, 宗教に関係する行楽地としては一番有名で, 仏教徒であろうと
神道を信仰していようとクリスチャンであろうと, 首都に来てこの人で込
んだ境内を訪れたり露天で何かを買わない旅行者はいません｣ (44) と描
写している11)｡
浅草でお祭り好きな日本人が宗教を問わず集まっている様を描写してい
る一方で, 日光の入町の様子を次のようにバードは描写している｡
The people “rise early, and eat the bread of carefulness,” are all in debt,
and in Irimichi, which has lately suffered from a great fire, only keep
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themselves afloat. I am very sorry for them, not only because they are
poor, but because, though superstitious, they are materialists, and wor-
ship Daikoku, the god of wealth, with their bodies and spirits. I wish they
were all Christians, i.e. that they were pure, truthful, self-denying follow-
ers of our Lord Christ, and realised the pithy description of the godly man
given in the Prayer-book translation of Psalm cxii., “He is merciful, lov-
ing, and righteous.” (101)
人々は ｢早起きし, つましくパンを食べ｣, 全員借金を背負っていま
す｡ 入町では最近大火があり, 人々はかろうじて破産せずにいるばか
りです｡ わたしは彼らを気の毒に思います｡ 貧しいからというだけで
なく, 彼らは迷信を信じていながらも物質主義で, 全身全霊をこめて
富の神大黒を拝んでいるからです｡ この人々すべてがキリスト教徒で
あったならと思います｡ 主キリストの純粋で誠実で禁欲的な信者であ
り, 祈祷書詩篇32篇に ｢彼は慈悲深く, 愛情に満ち, 高潔である｣ と
記される信心深い人間の含意ある形容に気がついていたならと｡
この箇所でバードは, 大黒について述べている｡ 大黒は, もともとヒン
ドゥー教のシヴァ (Siva) 神の化身であるマハーカーラ (Mahakala) がイ
ンド密教に取り入れられ, 密教の伝来とともに日本にも伝わったことによ
りもたらされた｡ 日本で大黒天といえば, 一般的に神田明神の大黒天像に
代表されるように神道の大国主と神仏習合した日本独自の神を言うことが
多い｡ 入町の人々が大火により困窮していたとしても, バードは富のため
に拝むという行為に対して批判的である｡ このことは, 祈祷書詩篇112篇
だけでなく, マタイによる福音書の ｢天に宝を積みなさい｣ (Matthew 6 :
20) や ｢神と富に兼ね仕えることはできない｣ (Matthew 6 : 24) などを彷
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彿させる｡
ここで, 偶像崇拝について付け加えておきたい｡ 啓蒙時代のヨーロッパ
に栄えた理神論の登場により偶像崇拝の起源に関する問題は, 聖書注釈学
の領域から全世界の宗教現象の次元へとその議論の場を移動し, それに伴っ
て聖書に依拠する ｢偶像崇拝｣ という言葉は, 理神論者たちによって ｢多
神教｣ という用語に徐々に置き換えられていった｡ 元来 ｢多神教｣ という
言葉は, 十戒の第一の戒律 (｢私をおいて他に神があってはならない｣)
(Exodus 20 : 3) に示される神の唯一性に対立する概念として, アレクサ
ンドリアのフィロン (Philon Alexandrius, 前20年頃45年頃) によって
｢知恵の書｣ の三分類である偶像崇拝, 天体崇拝, 動物崇拝を一括する用
語として一世紀頃に考案された｡ だがその後長きにわたって閑却され,
1600年頃にようやく西欧で再発見された用語であり, それまでは神学的解
釈の中で異教は, かつての三分類, 特に偶像崇拝として語られてきた (杉
本 69)｡ 一方で, 一神教という言葉は, ヘンリー・モア (Henry More,
161487) によって1660年に造られた語であると考えられている12)｡ 偶像
崇拝は, 唯一神である神以外の神を認めることとなり, 十戒の ｢あなたは
自分のために, 刻んだ像を造ってはならない｣ (Exodus 20 : 4) に反する
こととなる｡
入町で大黒を拝んでいる人々に関し, バードは, 富のために拝むという
行為に対しては批判的であるが, 偶像崇拝ということを特に問題視してい
ない｡ このことは, 後に出てくるアイヌの自然崇拝や動物崇拝に対するよ
うに, 彼女がそれを文化の違いとして感じ取ったと考えていいのかもしれ
ない｡
バードのキリスト教信仰は, 彼女の家庭環境によるところも大きい｡ 彼
女は, 1831年10月15日, ヴィクトリア朝時代のいわゆる良家の長女として
生まれた｡ 父エドワード (Edward) は, ウィルバーフォース (Wilberforce)
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家と姻戚関係にあり13), この一族から優れた主教, 伝道師, 牧師などが出
ており, 女性には聖職者の妻になった者が多い｡ エドワードは, カルカッ
タ (Calcutta) で弁護士をしていたのだが, こうした一族の伝統に従った
のか, 妻子をコレラで失ったのをきっかけにイギリスに戻って牧師になり,
牧師の娘であるドーラ・ローソン (Dora Lawson) と再婚した｡ ローソン
家の実家はヨークシャー (Yorkshire) 州のボローブリッジ・ホール
(Boroughbridge Hall) にあり, この地でイザベラは生まれた｡ イザベラの
親戚にもキリスト教徒として博愛精神が横溢した情熱家が多くおり, 叔母
のメアリ (Mary) は, インドで宣教師をしており, 従妹のメアリ (Mary)
は, ペルシアで有名な宣教師になっている (バー 248)｡
ところで, G・M・ヤング (G. M. Young) は, ヴィクトリア朝時代の進
歩的女性の例として, ハリエット・マーティノー (Harriet Martineau,
180227), シャーロット・ブロンテ (Charlotte 181655), フロー
レンス・ナイティンゲール (Florence Nightingale, 18201910) を挙げて
いる (Young 3)｡ ３人とも知的な女性であることは疑いないが, 特筆す
べきことは, ３人ともキリスト教とつながりのある人物であることである｡
教育における女性の自由を唱えたハリエット・マーティノーの父親トマス
(Thomas) は, 尊敬されたユニテリアン派の人物であり, ノーウィッチ
(Norwich) のオクタゴン・チャペル (Octagon Chapel) の執事であった｡
自らベルギーのブリュッセル (Brussels) にあるエジェ (Constantin
	
180996) の寄宿学校へ留学したシャーロット・ブロンテの父親パ
トリック (Patrick 17771861) は, 英国国教会の牧師であった｡
フローレンス・ナイティンゲールの母方の祖父ウィリアム・スミス
(William Smith, 17561835) は, ユニテリアン派の人物であり, ウィルバー
フォースの友人であり, 奴隷制度を根絶しようとしたクラパム・セクト
(Clapham Sect) の会員であった｡ ヴィクトリア (Victoria, 18191901) 女
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王は, クリミア戦争 (Cremean War) 中トルコのスクタリ (Scutari) の野
戦病院で目覚ましい働きをしたナイティンゲールにキリスト教的献身の精
神を見て取る (ストレイチー 34)｡ 彼女の精神は, おそらくウィリアム・
スミスから引き継いだものであろう｡ このことから, ３人の女性たちと彼
女たちに大きな影響を与えたと考えられる親族は切り離して考えることは
できない｡
一方でヤングは, 自らの意志で遠くへ旅をした女性については触れてい
ない｡ イザベラ・バードの他によく知られた女性としてメアリー・キング
スレー (Mary Kingsley, 18621900) がいる｡ メアリーの父親チャールズ
(Charles Kingsley, 181975) は, 英国国教会の司祭であったので, 彼女も
またキリスト教の影響を受けている｡ 彼女は, アフリカへ旅し, 宣教師が
複婚を止めさせようとする試みを知る一方で, そうすることが難しい事情
なども知り, 文化的相違に直面する｡ バードもまた文化的相違に直面する｡
クリスチャン・ファミリーで育ったバードは, 日本に来て違う宗教に接
して違和感を持ったにちがいない｡ 彼女の通訳兼従者である伊藤は, 表向
き神道論者であるが, 実際のところは無宗教である｡ 伊藤に対して聖書を
読んでいるところを見ると, バードは彼にキリスト教のすばらしさを伝え
ようとしたと思われる｡ 日光で彼女は, 伊藤にルカによる福音書の最初の
何章かを読む｡ 放蕩息子のくだりに来たところで, 伊藤はどこかばかにし
たような笑い声をあげて, ｢お釈迦さまの話と同じじゃありませんか！｣
(109) と言う｡
伊藤の言う ｢お釈迦さまの話｣ とは, 法華経の信解品 (しんげほん) 第
四の話であると考えられる｡ この話は, 富豪である家や父親を棄てて, 家
を飛び出し他の国に行った若者の話である｡ 裕福な実家に戻ってきたとこ
ろ, 父親が迎えようとしたが, 彼は怖がり逃げてしまう｡ 身なりを貧しく
して近づき, 仕事を与えた父親は, その彼こそ自分の息子である, と言っ
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て財産を継がせる｡
バードは, 伊藤の反応によって, キリスト教と仏教の類似点を示してい
る｡ このことは, 類似点があれば, 他の宗教からキリスト教に改宗しやす
いのではないかという可能性を感じさせる｡ 改宗に効果的な事柄について
バードは, ｢新潟での宣教に関するノート｣ で読者に示している｡
新潟では宣教師が住むことを許されていて, プロテスタント・キリスト
教は, この前哨地をフィリップ・ファイソン (Philp Kembell Fyson, 1846
1928) とセオボールド・パーム (Theobald Adrian Palm, 18481929) とい
う二人の力により確保した｡ バードは, ファイソンとパームについて次の
ように述べている｡
I have the highest respect for both the Niigata missionaries. They are
true, honest, conscientious men, not sanguine or enthusiastic, but given
up to the work of making Christianity known in the way which seems best
to each of them, because they believe it to be the work indicated by the
Master. (136)
私は新潟の伝道師のどちらにもこの上ない尊敬の念を抱いている｡
二人とも真摯で, 誠実で, 良識ある人物で, 熱情家でも陽気でもない
が, それぞれ最善と思われる方法でキリスト教を伝道する仕事に専念
している｡ なぜなら二人はそれがイエス・キリストより示された職務
だと信じているからである｡
この箇所でバードは, 二人の伝道師の誠実な人柄を伝えている｡
ファイソンは, 英国聖公会宣教協会から日本派遣宣教師に任命され,
1874年 (明治６年) に来日した｡ 日本語を学んだ後, 1875年に新潟へ来た
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のであった｡ ファイソンは, この地で説教を行うが, 日本にキリスト教に
対する強い偏見があること, 新潟の人々がキリスト教に対してきわめて無
関心であることを知る｡ それでも三年にわたる努力を続け, ７人に対して
洗礼を施す｡
一方パームは, エジンバラ医療伝道教会から派遣されてきて三年間, 言
語の障壁や日本人の無関心と闘いながらも, 医療伝道に貢献する｡ バード
はパームの人柄を, ｢彼は自分の仕事の全域において, 判断力にすぐれ,
ゆるぎがなく, 誠実である｣ (138), ｢彼は, 廉直で高潔な人物であり, だ
からこそまわりから尊敬されている｣ (138) と述べている｡ 彼は, 新潟に
最良の西洋式治療法を導入するという貢献をしている｡ 人柄と医療におけ
る貢献の成果として, パームは31名に洗礼を施す｡ また水原 (すいばら)
の医師と佐渡の医師も受洗する｡
バードは, ｢外国人であるパーム医師を好まない仏教施設においてもパー
ム医師の宗教は, 医療と同じように強力であることが多い｣ (139) と述べ
ている｡ 一方, ｢神道施設においては, 人々は外国人であることやキリス
ト教には頓着せず, 医療は熱心に求められている｣ (139) と述べている｡
1890年 (明治23年) に来日したラフカディオ・ハーン (Lafcadio Hearn,
18501904) は, ｢神道は西洋の科学を歓迎するようになっているが, 西
洋の宗教に対しては根強く反発している｣ と述べ (Hearn 209), キリスト
教が歓迎されていないことを指摘しているが, バードは新潟ではすでに医
療伝道の急成長により, キリスト教への偏見がしだいになくなっていく様
を示している｡ パームのもと行われる薬剤処方, 彼の臨床の指導, 外科手
術, 若手医師の育成など治療に関する価値のある活動と結びついて, 福音
は徐々に浸透していったようである｡
新潟から歩を進め, 青森の黒石に到着したバードは, 弘前に住むキリス
ト教徒の三人の武士階級の出身の若者と出会う｡ 彼女は, 伝道に黒石に来
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た三人に, 伝道の難しさについて聞かされる｡ 一方で彼女は, 三人の住ん
でいる弘前での成果を紹介している｡ 弘前の元藩主がそこにある学校を後
援していて, 二人のアメリカ人が続けてこの学校の校長を務めてきている｡
彼らの影響で30名の若者がキリスト教に帰依してきたことからバードは,
二人のアメリカ人のキリスト教徒としての生き方の一貫性とキリスト教に
のっとった教育を精力的に行ってきたことを推察する｡
弘前の例に関連づけて, バードは, 北海道札幌農学校のクラーク
(William Smith Clark, 182686) のもとで18名の若者がキリスト教に改宗
し, 九州の官立学校 (熊本洋学校) 自然科学教官のジェインズ (Leroy
Lansing Janes, 18381909) のもとでは, 士族出身の40名の若者がキリス
ト教を受け入れたことを紹介している｡
これらの例は, 教育の分野でキリスト教が普及していったことを示して
いる｡ クラークがアマースト大学 (Amherst College) で教えていたとき14),
教え子だった新島襄 (184390) の創設した同志社にジェインズの教え子
であった海老名弾正, 宮川経輝, 小崎弘道などの生徒たちも熊本洋学校閉
校後入学することから, キリスト教にのっとった教育の成果は, 確かにあっ
たと思われ, その成果についてバードは, 読者に伝えているのだ｡ 次に北
海道から関西までの旅について考えていきたい｡
２. 北海道から関西まで
北海道に関し, バードは, まず函館の伝道について触れている｡ 函館は,
北海道の伝道活動の拠点で, 1878年の時点でキリシア正教会, ローマ・カ
トリック教会, 英国聖公会宣教協会, 英国メソジスト監督教会が伝道員を
置いている｡ ただ活動は, 正規の通行証を取得しないかぎり, 25マイルと
いう条約で取り決められた距離の範囲に制限されている｡
函館で伝道事業を行っているキリスト教４団体が教会を建てており, ロー
Unbeaten Tracks in Japan
― ―15
マ・カトリックとギリシア正教会の教会の特徴についてバードは示してい
る｡ それによると, ローマ・カトリックの教会が一番大きく, ギリシア正
教会の教会は一番装飾が多く, 壁が絵で覆われている｡ 宣教に関しては,
ギリシア正教会が改宗者獲得にとても成功していることと, ローマ・カト
リック教会が最近到着した ｢シスター｣ を伝道の推進力としそうであるこ
とをバードは伝えている｡ 英国聖公会宣教協会については, 比較的新しく,
デニング (Walter Dening, 18461913) が代表になっていて, バード自身
は彼の自宅に泊まっている｡ また武士階級の小川淳という人物が, すばら
しく聡明な現地人福音伝道者であることをも伝えている｡ 函館では８件の
洗礼があったが, 仏教徒も多くキリスト教に対する反感も少なからずある
ことをもバードは付け加えている｡
バードにとって函館のような比較的宣教の希望を持てる場所が平取であっ
た｡ 彼女はアイヌの人々が正直で誠実で, 敬意に満ちていることを評価す
るだけでなく, 宗教についても触れている｡ アイヌには自然崇拝があり,
彼らは生物・無生物を問わず自然を賛美している｡ 彼らは, 太陽や月や森
や海を拝み, 熊を崇拝している｡ アイヌの最大の宗教的祝祭あるいは農神
祭は熊祭りであり, 彼らは, 最も強くて獰猛で勇ましい獣である熊に畏敬
の念を抱いている｡ アイヌにはこのような自然崇拝があるが, その唯一の
例外が源義経 (115989) への崇拝である｡ 義経は, 源氏を勝利に導いた
にもかかわらず, 頼朝の妬みと憎しみを受けるようになり国から国へと追
われ, 最後は切腹したとされているが, 彼が蝦夷に逃げのび, アイヌと長
く暮らした後, 12世紀末に死んだと信じているアイヌの人は多くいるので
ある｡
バードは, アイヌの人々について興味深く観察する一方で, 宗教と結び
ついている飲酒については許容していない｡ 神のために飲むことは, 首長
の礼拝行為で, それゆえに酔うことと宗教は切り離せず, アイヌは酒を飲
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めば飲むほど信心深くなり, 神々を喜ばすことになる｡ アイヌは, ある木
の根を発酵させて酒を作る｡ また, 彼ら独自の稗と日本の米からも酒を作
るが, 珍重するのは日本酒だけである｡ 彼らにとって酒による泥酔は最高
の幸せであり, その状態は神のために飲むという虚構のもとに神聖化され
る｡ しかし, このような飲酒をバードは悪習と感じる｡ 平取を発つ前, バー
ドは, 集まったアイヌたちを飲酒の悪習とその影響のことで激しく非難し,
それに対して ｢われわれは神々のために飲まなければならない, さもない
と死んでしまう｣ (335) という返事をもらう｡
バードの飲酒に対する態度は, イギリスのヴィクトリア朝時代において
キリスト教が飲酒に対して示した態度を思い起こさせる｡ ヴィクトリア朝
時代において, より有害でないレクリエーションが都市のスラム街や工場
都市で手に入らないとき, 労働者の男性も女性も, 泥酔することに唯一の
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蝦夷のアイヌ
(イザベラ・バードのスケッチ)
慰めを見出していた｡ 当時の犯罪報道は, 過度の飲酒に起因した身体障害
や明白な謀殺にまで及ぶ残虐事件であふれている15)｡ その道徳的な悪影響
は別にしても, 過度の飲酒は労働者の生産性を低下させ, 常習欠勤を増大
させるものであった｡ それゆえ, 道徳的理由と実用的理由が一体となって,
宗教団体は果てしない一連の禁酒運動を支持したのである (Altick 18485)｡
厳格な福音主義は, 風俗改善の一環として, 飲酒の習慣が蔓延することを
防ごうとした｡ 特にメソディスト派は, アルコール依存性が労働者に深刻
な影響を与えているとして, 禁酒を訴えた16)｡
このようなイギリス国内の禁酒運動がバードに影響を与えたと考えられ
るが, アイヌの文化は, 彼女の前に越えられない壁となって立ちはだかっ
たのであった｡
アイヌの飲酒の習慣に絶望する一方で, 函館に戻ったバードは, キリス
ト教にとっての希望的観測を伝えている｡ 彼女は, ｢蒸し暑さもデニング
氏の宣教師としての熱意をゆるがすものではなく, 氏の熱意はまったく疲
れを知りません｣ (363) とデニングの情熱を伝えている｡ 彼は, 大野と有
川で日曜の説教と週ごとの説教をそれぞれ２度行うのに加え, 函館で週ご
との説教を２度, 聖書の講義を３度行う以外に, 七重に新しい支所を開こ
うとしている｡ 七重には多くの士族がいて, 改宗してきたのは, 宗教的本
能や宗教的な疑問を感じる精神の全く絶えてしまったように思える庶民で
はなく, サムライたちなのであった｡ 函館はバードにとって, まさにキリ
スト教の普及の発展途上の地であったにちがいない｡ 次に関西への旅に目
を向けてみたい｡
関西への旅でバードは, ｢アメリカン・ボード｣ による伝道活動の本拠
地神戸を訪れる｡ 彼女が ｢神戸というとなぜか開港場としてより伝道の中
心地と考えてしまいます｣ (401) と書いていることを考えると, 彼女の旅
における関心の中心にキリスト教の伝道があったことが推しはかれる｡ 彼
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女は, 訪れた ｢神戸ホーム｣ について次のように描写している17)｡
The Secretary of the American Board of Missions most kindly wrote,
commending me to the missionaries here, and I am made very welcome
consequently. Yesterday evening we went to tea at the “Girl’s Home”, a
boarding-school for twenty-seven Japanese girls, the prettiest house in
Kobe, in very attractive grounds. This is conducted by three ladies, with
Japanese assistance. The girls live in Japanese fashion, but learn our
music, in which they are very anxious to excel. The ladies who keep it
speak Japanese fluently, and do a great deal of outside mission-work, not
only in Kobe, but in villages at a distance, where they hold meetings for
women.
This morning I went to the Bible classes, which are attended by forty-
six men and twelve women, some of them quite elderly. The plan is for
each woman to read a few verses aloud from the New Testament, and
give her ideas upon them, and such ideas they are as would never occur
to a European, or to any one who had had the sough of Christianity about
his ears from infancy. They ask many questions, and show an interest and
vivacity which, at least, must keep the teacher alert, and there was so
much laughter that one would hardly have imagined the Bible to be the
subject. (404)
アメリカン・ボード事務局長が親切にもここの宣教師に宛てて紹介
状を書いてくださり, その結果わたしはとても歓迎されました｡ きの
うの夕べは ｢神戸ホーム｣ へお茶に行きましたが, ここは27人の日本
人の少女が学ぶ寄宿学校で, 非常に魅力的なところにある神戸で最も
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すてきな建物です｡ この学校は３人の女性が日本人助手とともに運営
しています｡ 少女たちは日本式に暮らしていますが, 西洋音楽を習い,
上達しようと一生懸命です｡ 運営に携わっている３人の女性は日本語
が流暢に話せ, 外回りの伝道事業も多くやっており, 神戸ばかりでな
く遠く離れた村々でも女性の会合を開いています｡
けさわたしは聖書のクラスに行きました｡ 出席者は男性が46人に女
性が26人で, なかにはかなりなお年寄りもいます｡ 女性のひとりひと
りが新訳聖書を何節か音読して, その節について自分の考えを述べる
というのがクラスのやり方ですが, 西欧人には, あるいは西欧人でな
くとも, 子供のころからキリスト教的なことを身近に耳にしてきた者
にはおよそ思い浮かばない考えが出てきます｡ 彼らは多数質問をしま
すし, 関心を示し, また活発でもあるので, 少なくとも教師はうかう
かしていられません｡ それに聖書のクラスであるとは思えないほどよ
く笑い声が起きます｡
この箇所でバードは, 神戸で進歩的な女性教育が行われていることを示
しているだけでなく, バイブル・クラスが自由で楽しい雰囲気であること
をも伝えている｡
一方で, バードが ｢女性のための修身・教訓書｣ を紹介していることに
も注目したい｡ この中には, ｢女性が守るべきルールは服従である｣ (217),
や ｢妻は夫からせよと言われた命令には全て従わなければならない｣ (217)
などといった表現が使われている｡ このような修身・教訓書に従って生き
ていくことは, 女性を家庭に縛り付けることを意味する｡ サンドラ・M・
ギルバート (Sandra M. Gilbert) とスーザン・グーバー (Susan Guber)
の The Madwoman in the Atticでは, ｢ほとんど全ての19世紀の女性たちは,
ある意味男性の家に閉じ込められていた｣ とイギリスの状況が伝えられて
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いるが (Gilbert & Guber 83), 教育によってその状況は改善されていった｡
日本でもイギリスと同じように教育が女性の解放に貢献したのは確かであ
ろう｡ バードの見た神戸ホームは, 女性教育の先駆的役割を果たしたに違
いない｡
バードが神戸以上に宣教状況を伝えているのが京都である｡ 彼女の京都
における滞在先は, アメリカ式のミッション・スクールである同志社女学
校である｡ 彼女は, 近くにある同志社英学校について触れている｡ 九州の
熊本洋学校で, 教えていたジェインズの影響を受けてキリスト教を受け入
れる人たちが現れたことを彼女は伝えている｡ 1876年洋学校の ｢奉教趣意
書｣ を朗読して, 小崎弘道, 海老名弾正, 金森通倫, 宮川経輝, 横井時雄,
浮田和民, 不破唯次郎ら35名が署名した｡ この出来事が問題となりジェイ
ンズは解任され, 洋学校は閉鎖された｡ 閉鎖後, 生徒たちは同志社に転校
したのであった｡
バードは, 同志社英学校のジェローム・デイヴィス ( Jerome Dean
Davis, 18381910) については, 愛想が良く, 熱意がある様子を伝えてい
る｡ また教育課程についても述べている｡ 教育課程はとても広範で, ５年
以上かかるが, 神学の学生たちは６年に延長してほしいと言っている｡ 普
通課程の内容は, 日本語, 読み書き, 語学, 国際地理, 洋算, 筆算, 代数,
日本史, 幾何, 化学, 生理学, 日本語と英語の作文と朗読法を学ぶ修辞学,
聖書研究講座などがある｡ 神学課程には, 精神哲学と道徳哲学, 聖書地理
学, 宗教学, 説教法, 司牧神学, 教会史, 預言と使徒の書簡に関するクラ
スがある｡
同志社英学校の創設者, 新島襄の家にお茶に招かれたバードは, 美しい
磁器や古薩摩を見たことだけでなく, 新島襄の人となりを伝えている18)｡
士族階級の彼がキリスト教を学んだこと, かなりの英語力を身につけてい
ること, 紳士で, もの静かで気楽で丁重な物腰をしていることを述べてい
Unbeaten Tracks in Japan
― ―21
る｡ キリスト教の普及について彼がアメリカ人の仕事仲間より悲観的な見
方をしている一方で, 大いに希望を持っていることをも示している｡
付記しておきたいことは, 1886年に設置された京都看病婦学校 (同志社
病院) についてである｡ 京都看病婦学校は, キリスト教精神における医療・
保健・看護活動, キリスト教伝道の拠点として設置されその役割を担った｡
この看病婦学校において看護指導に当たることになったのが, ナイティン
ゲール (Florence Nightingale, 18201910) に師事し, アメリカ最初の有
資格看護婦であったリンダ・リチャーズ (Linda Richards, 18411930) で
ある｡ 彼女は, 1885年に来日し, 日本最初の看護士養成コース設立に助力
し, 京都看病婦学校で５年間看護監督の職に就いていた｡ このことは, バー
ドの旅より後に成し遂げられたことであり, バードの旅では医療伝道まで
が述べられている｡
京都を出発したバードは, 大阪で英国聖公会宣教協会のウォーレン
(Warren) 夫妻やテイラー (Wallace Taylor, 18351923) 医師をはじめと
するアメリカン・ボードの関係者と知り合う｡ 大阪に関して付け加えてお
きたいことは, 川口居留地のことである｡ 川口居留地は, 1868年から1899
年まで大阪に設置された外国人居留地であった｡ ウォーレン師も1873年に
この地に入っている｡ 1884年９月29日, 川口居留地において, 大阪三一神
学校 (最初の名称は三一神学校) が開校した｡ 桃山学院の最初の学校であ
る三一小学校が開校した日からわずか26日後のことであった｡ 三一神学校
は, 三一小学校と同じく, 英国聖公会宣教協会 (Church Missionary
Society) によって設立された学校であり, 三一小学校と並ぶ桃山学院の
もう一つの源流である19)｡ バードが大阪でアメリカン・ボードの関係者と
会ったことの背景には, 川口居留地を中心とした宣教の状況を知りたかっ
たからという理由が考えられる｡ 川口居留地についてさらに付け加えてお
くと, 1875年にアメリカ人女性宣教師エレン・G・エディ (Ellen G. Eddy)
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は, この地に ｢エディの学校｣ (Miss Eddy’s School) を開いている｡ ｢エ
ディの学校｣ は, 1880年に ｢照暗女学校｣ (英語名：St. Agnes’ School) と
改称し, 京都に移転した後, 1895年には ｢平安女学院｣ と改称している｡
1920年には日本で初めて制服としてセーラー服を採用した｡ このことから,
川口居留地には女性教育が花咲く基となった進歩的で自由な雰囲気があっ
たと考えられる｡
一方で医療に関して, バードはテイラー医師が診察に対しても投薬に対
しても金銭をいっさい受けとらないことを伝えている｡ 彼女は, 彼が兵庫
の診察所へも行き, 診察を行っていることだけでなく, 神戸のキリスト教
徒が, 彼らの団体に所属する全ての困窮者に薬その他の必需品を供給して
いることをも伝えている｡
バードは, 三田で官立学校の教師が主催する集会を知る｡ その集会の目
的は, 聖書を読んで互いに教え合い討論することであり, 週に一回開かれ
る｡ この集会と偶然出会った彼女は, 医療伝道団の努力の結果としてキリ
スト教に関する会合やキリスト教徒の集団が生まれていることを知る｡ 彼
女は, 三田でも多くの人々がキリスト教徒となっていることを知り, キリ
スト教が迅速に普及することに関しての周囲の人々の楽天的な期待に与す
ることはないものの, キリスト教が日本の将来に強く影響を与えるはずで
あるという確信を持つに至る｡
結び
以上, Unbeaten Tracks in Japanからイザベラ・バードが日本における
宣教をどのようにとらえていたかを考えてきた｡ バードは, 1873年にキリ
スト教禁止が撤廃された後の日本を見ている20)｡ 明治維新を先導してきた
有能な人々は, 外国人スタッフを雇い続けるつもりはなく, できるかぎり
の知識や技術を手に入れた後は, 外国人に用はないと考える傾向にあった｡
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そのため, 契約期間を過ぎると日本を去る外国人も多かったと思われる｡
しかし一方で, 宣教に関しては, 信念を持って日本に滞在し続けた外国
人もいる｡ 築地のフォールズ, 新潟のフィリップ・ファイソン, セオポル
ド・パーム, 兵庫や大阪において医療伝道を監督するウォレス・テイラー
などは, その代表的人物であり, 彼らの医療伝道における貢献をバードは
伝えている21)｡ また, 同志社に代表されるような教育におけるキリスト教
の貢献を伝えている｡ すなわち, 宗教が混在する日本において, 医療の分
野と教育の分野でキリスト教が多大な貢献をしたことを示している｡ それ
でも, 日本がキリスト教を受け入れたとはまだまだ言い難く, 彼女は, 無
神論者や物質主義者がまだまだ多くいると思っている｡ 一方で, 外国人に
よる宣教が徐々に実を結び始めていることに希望を抱いている｡
最後に ｢キリスト教を受け入れれば, 高潔さと国民の立派さという真の
道義を備えた日本は, 最も高尚な意味において, ｢日出ずる国｣ となり,
東アジアの光明となりうるかもしれない｣ (467) という見解を表明してい
ることから, Unbeaten Tracks in Japanは, バードの旅行を通しての日本
文化全般に渡っての案内書としての側面だけでなく, 日本における宣教の
印象記としての側面を持っている｡ バードの克明で正確な記録から,
Unbeaten Tracks in Japanは, 日本の宣教の歴史を研究する上での必読書
と言ってもいいだろう｡
注
1) アーネスト・サトウ (Ernest Mason Satow, 18431929) は, 僧侶たちが一
様に, 競合する宗教を信奉する聖職者たちにとって不親切であったことを指
摘している (サトウ 168)｡
2) スペイン人で ｢ハヴィ｣ ( Javi) と名前を持つものは多くいる｡ これは,
｢ハヴィエル｣ ( Javier) すなわち, サヴィエルから来ている｡ スペインでは
毎年３月 ｢ハヴィエラーダ｣ ( Javieradas) という宗教行事がある｡ それは,
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ナヴァラ (Navarra) 地方にあるサヴィエルの生まれ育ったハヴィエル城へ
の巡礼と, その参加者たちによる大々的な記念礼拝である｡ アジア布教の功
績によって1622年に列聖されたザヴィエルは, スペインの国民的聖人として
尊敬・敬愛され続けている｡
1547年, マラッカにいたアンジローは, ポルトガル商人アルヴァレス
( Jorge ) からキリスト教の初歩を学び, サヴィエルに会うことを勧
められた｡ ザヴィエルは, 理路整然と話すアンジローの応答ぶりに知的好奇
心の強さを知って, 未知の日本に大いに関心を持ったとされる｡ アルヴァレ
スも日本人が理性的国民で, インドよりも, はるかに布教の成果が期待でき
るとザヴィエルに日本行きを勧めた｡ これにより, サヴィエルは, 日本の布
教を思い立ったと言われている (小暮 2426)｡
キリスト教の伝道においてまず問題となったことは, 創造主をどのように
訳すかということであった｡ 最初の宣教師ザヴィエルはマラッカで会った日
本人アンジローを伴って来日, 布教の際に通訳をしたのはそのアンジローで
あった｡ アンジロー自身は利発ではあったが, 通訳に不慣れであったことも
あり, ザヴィエルの語る創造主を真言宗の宗教用語である ｢大日如来｣ と訳
した｡ そこでザヴィエルは至るところで ｢大日に祈れ｣ と辻説法をしてまわっ
たという｡
そのため, 真言宗の僧侶が, ザヴィエルの説く教えと真言宗の法とを同一
であると考えてしまった｡ それからザヴィエルは, ｢大日に祈ってはなりま
せぬぞ｣ と辻々で語り, 使用することをやめた｡ その後ザヴィエルは, 創造
主を表す言葉として常にラテン語の ｢デウス｣ を使うようになった｡
この問題は, プロテスタントの宣教師も悩んだ課題だった｡ なぜなら, 当
時の日本においても宗教的な説明は神道的・仏教的用語を使うほか言葉がな
かったからである｡ 日本語訳聖書に先だつ漢訳聖書においても同様で, イギ
リス系の宣教師が ｢真神｣ を主張して分裂していた｡ その問題は日本の聖書
和訳にも持ち込まれ, 明治時代の聖書翻訳委員であったアメリカ系のヘボン
( James Curtis Hepburn, 18151911), ウィリアムズ (Samuel Wells Williams,
181284) などが ｢神｣ を採用したことによって以後はこの用語が定着した
(日本キリスト教団出版局編集部 19)｡
アンジローは, すでに1550年には, ザヴィエルのテクストのうち, 少なく
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とも四つ―主要な祈りと教理を盛りこんだ 『公教要理』, キリスト教に関す
る長短の二つの要約書, 七つの悔悟の詩編と追加の祈りと教会歴とを含む受
難の書―の日本語訳を済ませていた (望月 161)｡
3) 豊臣秀吉による1587年のバテレン追放令, 1596年の禁教令, 江戸幕府によ
る1612年と1613年の禁教令などが主な原因となっている｡ キリシタン大名高
山右近は, 秀吉から領地没収と追放という厳しい命を受けることになった｡
金沢, 長崎へ移った後, 最後には日本からも追放され, マニラへと到る｡
1614年12月21日, 江戸幕府の禁教令を受けて, マニラに33人の教会関係者と
100人以上の日本人が渡った｡ 長い船旅ですでに病にかかっていた右近は,
マニラに着いて二ケ月後に天に召される｡ 右近の没後, 故国へ帰れない日本
人たちは, 内藤如安 (15501626) の指揮の下, マニラにサン・ミゲル (San
Miguel) 居住地を築いた｡ そこには, 若者たちが将来日本に帰還する可能性
を配慮し, キリスト教の布教に役立つよう, セミナリオ (神学校) のような
施設も建てられた (ソウザ 1023)｡
4) レイモンド・ハンマー (Raymond Hammer) は, ザヴィエルの伝えたキリ
スト教を日本人が仏教の一宗派ととらえていたことを指摘しているだけでな
く, ｢聖母マリアが, 多くの人々によって観音として理解された｣ と述べて
いる (Hammer 92)｡ このことは, キリスト教の迫害の中, マリア観音とし
て信仰の対象が存在したことを思い起こさせる｡
5) アンナ・ストッダートは, 女性旅行者としての名声を確立した人物として,
イザベラ・バードの他, マリアンヌ・ノース (Marianne North, 183090),
メアリー・キングスレー (Mary Kingsley, 18621900), コンスタンス・ゴー
ドン・カミング (Constance Frederica Gordon-Cumming, 18371924) を挙げ
ている｡ また, イザベラ・バードの正確な観察力, 良い記憶力, 生き生きと
した描写力を評価している (Stoddart v)｡
旅行者ではないが, 明治の日本を描写した他のイギリス人女性として,
1901年 (明治34年) から1908年 (明治41年) まで前後７年間にわたって島津
家の家庭教師を勤めたエセル・ハワード (Ethel Howard, 18651931) がい
る｡ 彼女は, Japanese Memories (1918) という回想録を著した｡ 彼女は,
｢日本ではどんな宗教でも寛大な取り扱いを受け, 全国では約40にも及ぶ各
宗派の宣教師がいた｣ と述べている (ハワード 146)｡ 彼女は, アイヌの人
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たちが, 赤ん坊の熊を熊祭りを祝う季節が来るまで飼っておき, 祭りが終わっ
た後で, 生贄として捧げられ, 神として祀られることを示している (ハワー
ド 15556)｡
ヨーロッパにおける日本に対する関心については, 江戸時代にまで遡るこ
とができる｡ オランダの東インド会社は, 1602年の設立当初より中国から磁
器を輸入していたが, 17世紀の中頃に, 明末清初の政情不安で買い付けが難
しくなると, それに代わる品として日本製の磁器を取り扱うようになる｡
1659年に, 有田焼に代表される九州肥前産の磁器のオランダ向け輸出が開始
され, その中でも鮮やかな発色の ｢柿右衛門｣ 様式や金襴手の作品は, 西欧
の王侯貴族の間で大いに人気を博した｡ こうした日本製の磁器の蒐集が富裕
層を中心に流行する一方, ドレスデン (Dresden) 近郊の町マイセン
() でヨーロッパ発の硬質磁器窯が誕生したのを端緒として, 各国の
製陶所や磁器工場では, 複製品の制作も盛んに行われた｡ 初期のマイセンの
デザインは, 日本の伊万里焼の影響を受けている｡ イギリスでは, 18世紀の
イギリス西部のウースター (Worcester) 窯で, 日本の磁器を模倣した作品
が数多く制作されている (粂 2223)｡
ヘンリー・ジェイムズ (Henry James, 18431916) の The Portrait of a Lady
(1881) において, 美術品を蒐集している洗練された紳士オズモンド
(Osmond) は, ｢日本に行けるものなら, 小指を失ってもいいくらいです｡
ぜひ一度は行きたい国ですよ｡ 昔の漆器に趣味のある人間としては当然でしょ
う？｣ と言う ( James 308)｡ このことにより, ジェイムズは, ヨーロッパ
における日本の漆器に関する関心を示している｡
ここで, 1867年のパリ万博とジャポニズムの流行が密接な関係にあること
を付け加えておきたい｡ 江戸幕府と薩摩藩, 佐賀藩が公式参加したこの万博
には日本の美術工芸品が多数展示されたうえに, 庭園内に日本家屋を模した
茶屋まで建てている｡ エルネスト・シェノー (Ernest Chesneau, 183390)
は, 線遠近法や明暗法を使わない独特の表現やシンメトリーの排除など, 西
洋美術とは異なる日本の工芸や絵画の造形性を積極的に評価した (三浦 342)｡
6) エドウィン・O・ライシャワー (Edwin O. Reischauer, 191090) は, ｢明
治時代にキリスト教は, とりわけ中等教育と女性のための学校で重要な役割
を果たした｣ と指摘している (Reischauer 222)｡
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7) サー・ハリー・パークス (Sir Harry Parkes, 182885) は, 1865年から1883
年までの18年間, 駐日イギリス公使であった｡ 彼は, 本国政府によって承認
され, また日本在住の同国人からも熱烈な賛同を得ていた強力な政策を遂行
するために, イギリスの優位的立場を十分に利用した (チェックランド 9)｡
パークスとそのスタッフからの活発な協力を得て, 鉄道, 灯台, 日本造幣局
寮の大きな建設契約がイギリスに与えられた｡ 何百人ものイギリス人専門家
が日本におしよせた｡ 新しい日本海軍と商船団へのイギリスの援助は, 重要
で継続的な関係を保証した (チェックランド 12)｡
8) Isabella L. Bird, Unbeaten Tracks in Japan (London : George Newnes, 1900),
p. 14. この作品からの引用は, この版により, 引用末尾の括弧にページを示
す｡ 日本語訳の部分は, 時岡敬子訳 『イザベラ・バードの日本紀行』 (講談
社) を参考にした｡
9) バードは, 東京にいる外国人について, 海軍兵学校にイギリス教官がいる
こと, 医学校ではドイツ人が教えていること, 帝国大学には英語を話す教師
がいること, 工部大学校の校長がイギリス人であること, 軍隊でフランス陸
軍将校がヨーロッパ式教練と戦術を教えていることを伝えている｡
10) 開国したばかりの日本に外国から伝染病のコレラが入ってきたことは, よ
く知られている｡
11) イアン・リーダー (Ian Reader) は, 現代日本における宗教の混在を ｢今
やある人は神道の家に生まれ, クリスチャンと結婚し, 仏教徒として死ぬ,
また初もうでやお盆に参加する一方, クリスマスケーキを買う｣ と表現して
いる (Reader 51)｡ バードは, 明治時代において浅草に宗教を問わず人が集
まっていることを示している｡
12) ヘンリー・モアは, イングランドの哲学者・神学者でケンブリッジ・プラ
トン学派の一人である｡
13) ウィルバーフォースの家では, ウィリアム・ウィルバーフォース
(William Wilberforce, 17591833) が有名である｡ 彼は, 1780年下院議員と
なり, 1784年頃福音主義者となり, クラパム・セクト (Clapham Sect) の有
力会員となる｡ 1887年奴隷貿易廃止協会 (Society for the Abolition of the
Slave Trade) を設立し, 1823年奴隷貿易反対協会 (Anti-Slavery Society) を
設立した (サイクス 150)｡
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14) 新島襄は, アマースト大学で地質学を学び, Bachelor of Scienceという学
位を得た｡ 1873年 (明治６年) 11月12日に新島は, エドワード・ヒッチコッ
ク (Edward Hitchcock, 17931864) の The Religion of Geology and its Connected
Sciences (1860年版) を購入している｡ また彼は, 1886年 (明治19年) ８月25
日に播州明石郡の名谷村で植物化石を採集している｡
地質学の発展にとって, エドマンド・ナウマン (Edmund Naumann, 1850
頃1927頃) の来日は, 画期的なことであった｡ ドイツの地質学者であり,
ミュンヘン大学に学んだナウマンは, 日本政府に招かれて1875年 (明治８年)
に来日した｡ 彼は, 東京開成学校, 東京帝国大学で地質学を講じ, また地質
調査所成立の必要性を内務省に建議し, 帝国地質調査所が1878年に設立され
るや, その技師長となった｡ 1885年に帰国した｡ 彼には, 伊豆大島の噴火,
北海道白亜紀化石などの研究がある｡ 特に有名なのは, 日本列島の構造を概
観し, フォッサマグナによって東北日本と西南日本に分け, 後者を中央構造
線によって内帯と外帯に分けたことである (岩波書店編集部 947)｡
15) ヘンリー・メイヒュー (Henry Mayhew) は, The Morning Chronicle
Surveyor of Labour and the Poorで飲酒が犯罪の原因になっていること, 酔っ
ぱらった労働者階級が犯罪を犯す可能性が高かったことを指摘している
(Mayhew 40)｡
16) チャールズ・ディケンズ (Charles Dickens, 181270) は, The Pickwick
Papers (1837) の中で, サム・ウェラー (Sam Weller) の義理の母親が, メ
ソジスト派に入れ込んでいて, 禁酒協会の月例会に出席していることを示し
ている｡ 付記しておきたいことは, ディケンズが Sketches by Boz (183336)
において, 飲酒にふける労働者の立場に理解を示していることである｡ 彼は,
｢ジンを飲むことは, 英国では大いなる悪徳だが, 貧困はより大いなる悪徳
だ｣, また, ｢仮に 『禁酒協会』 が飢えや悲惨に対する解毒剤を提案し得るな
ら, あるいは瓶詰めの忘却の水を無料配布する薬局なりを設立できるなら,
ジン宮殿は過去の遺物の中に数えられよう｣ と述べている (Dickens 220)｡
17) ｢神戸ホーム｣ は, 神戸女学院大学の前身である｡ 宣教師イライザ・タル
カット (Eliza Talcott, 18361911) とジュリア・エリザベス・ダッドレー
( Julia Elizabeth Duddley, 18401906) により設立された｡
18) 1874年の秋, ヴァーモント (Vermont) 州のラットランド (Rutland) でア
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メリカン・ボードの年次大会があった｡ 新島襄は, 年次大会の最後の日に演
壇に立った｡ 前日の夕方に恩人であるハーディ (Hardy) 夫妻を訪ねて, 日
本にキリスト教主義の学校を設立したいということを述べたいと意志を伝え,
承諾を得た新島は, 演説準備に取りかかる｡ その準備のときのことについて
新島は, ｢神と力くらべをしたあの哀れなヤコブのようであった｣ と語って
いる｡ これは, 創世記第32章第2432節に基づいている｡ 自身をヤコブに譬
えることに, 新島の大変な覚悟が感じられる｡ 演説の後, 新島は５千ドルの
寄付金を得た (新島 151)｡
19) 泉大津市と桃山学院大学は, 連携して2017年に日本聖公会組織成立130周
年を記念して ｢大阪三一神学校卒業生・牛島惣太郎の足跡と日本聖公会史の
一断面｣ という企画展を催した｡ 10月３日から11月10日にかけて桃山学院大
学聖ペテロ館２階学院史展示コーナーで, 牛島惣太郎の足跡をたどる展示が
行われた｡ (牛島惣太郎は, 大阪三一神学校の卒業生である｡) 展示に置かれ
ている資料を参考にした｡
20) 海軍兵学寮では, 1873年７月, イギリス人アーチボルド・ダグラス (Sir
Archibald Lucius Douglas, 18421913) 准艦長以下34名の教師と水夫の雇教員
団が着任した｡ 同年10月, ダグラスの建議に基づいて制定された海軍兵学寮
規則では, 休日は, 天長節, 日曜, 国祭日, 夏月休業, 冬月休業の他に ｢英
国女王誕辰｣, ｢耶蘇更生祭｣ (復活祭) および土曜があった｡ 切支丹宗門禁
制の高札をとり去ったばかりのこのとき, キリスト復活祭を日本の海軍士官
養成機関で休日としたのは, 思いきった雇教師優遇であった｡ 雇外国人をこ
れほど優遇したとは言え, 政府は彼らをあくまでも知識・技術の提供者とし
て使用したのであって, 政治的に外国人に指導されたのではない｡ 井上清氏
は, ｢明治政府は, 文明開化は富国強兵と国の独立のためであることを, 片
時も忘れてはいなかった｣ と説明している (井上 300)｡
21) 江戸時代に西洋医学の影響が全くなかったわけではない｡ 西洋医学の影響
は, 主にオランダからのものであった｡ 吉雄耕牛は, 出島勤務をする余暇に,
オランダ人医師から直接の伝授を受け, また参考となる洋書の入手にも努め
ていた｡ 耕牛が直接に伝授を受けたオランダ商館付医師は, フィリップ・ピー
テル・ムスクルス (Philip Pieter Musculus), ダビッド・エーフェルス
(David Evers), ゲオルグ・ルドルフ・バウエル (George Rudolf Bauer), カー
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ル・ペーター・ツーンベルグ (Carl Peter Thunberg) の４人に及んだ｡ 耕牛
の医術は, 吉雄流オランダ医術として遠近に伝わりその成秀館に入塾を請う
て訪れる人は多かった｡ 吉雄耕牛が明和６年に商館長ヤン・クランス ( Jan
Crans) に付き添って東上した際, 『解体新書』 で知られる杉田玄白が入門を
請うたほどである (片桐 52)｡
天然痘についても付け加えておきたい｡ エドワード・ジェンナー
(Edward Jenner, 17491823) が牛から得たワクチン (牛痘苗) が天然痘を完
全に予防することができるだけでなく, 再び感染することもないことを発表
したのは, 1796年のことであった｡ 嘉永元年 (1848), オランダ商館の医師
として日本にやって来たモーニケ (Otto Gottlieb Johann Mohnike, 181487)
は, バタヴィア (インドネシアのジャカルタ) を出発するときに取れた, 活
性のある痘苗を持参していた｡ ところが, 暑い中での長い航海の間に, 痘苗
の活性は失われてしまったようで, 長崎に着いたときには有効ではなかった｡
そこで, 以前から中国の人痘の輸入に使われていた方法に基づいて, モーニ
ケの依頼でバタヴィアから日本に痘苗が運ばれた｡ そしてただちに楢林宗建
にもたらされ, 宗建は自らの子供や親戚の子供たちに接種をして, 有効な痘
苗株が伝来していることを見出した｡ その後全国に広がった種痘は, そのと
き有効と確認された株に始まっている (米田 10406)｡ その他, 伊東玄朴は
江戸にいる蘭学者に種痘所建設を呼びかけ, 安政５年 (1858) ５月, 幕府の
許可を得て, 神田お玉ヶ池に種痘所を設けた｡ また緒方洪庵の尽力もあり,
同じ安政５年に除痘館は幕府に公認された｡
作品
Bird, Isabella L. Unbeaten Tracks in Japan. London : George Newnes, 1900.
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The Mixed Religions and the Missionary Works
of the Meiji Era Which Laid the Foundation
for Modern Japan Isabella Bird Saw
YOSHIDA Kazuho
Four Englishwomen established for themselves a well-grounded fame as
travelers―Mrs. Bishop (Isabella L. Bird, 18311904), Miss North (Marianne
North, 183090), Miss Kingsley (Mary Kingsley, 18621900), and Miss
Gordon-Cumming (Constance Frederica Gordon-Cumming, 18371924).
Each of these four ladies had her own special characteristics, literary and artis-
tic ; each in her own way showed what English Ladies could do, and pen and
pencil aroused the interest and admiration of the reading pubic.
Many readers have been strongly attracted by the books of travel by
Isabella L. Bird, and her capacity for accurate observation, her retentive mem-
ory, and her power of vivid portrayal, have enabled multitudes to share her ex-
periences and adventures in those lands beyond the pale which drew her ever
with magnetic force.
Unbeaten Tracks in Japan (1880) shows how accurate Isabella’s representa-
tion of Japan is. It represents not only daily lives of Japanese people but also
their confrontations with Western culture. Isabella seems to be interested es-
pecially in the missionary works of the Meiji Era. She ardently desired the
spread of the kingdom of Christ Jesus in the world, but was not herself con-
cerned to advocate any special rites or dogmas.
Most Japanese think of Britain as a Christian country. In one sense, of
course, they are quite right. Historically, Britain has been Christian since at
least the 7th century, when the Church of Rome first sent missionaries to the
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country. The various churches and sects of Christianity which have developed
over the country’s long history, such as the Anglicans, Baptists, Quakers and
Methodists, have spread out throughout the world, having a great effect on
countless lives. Moreover, England is one of very few countries in the world
to have a state church, the Church of England.
Isabella was born on 15 October 1831 at Boroughbridge Hall, Yorkshire.
Her father served as a curate at Boroughbridge. After that he was appointed
curate in Maidenhead. The Church of England as her background and the
trend of Christianity in England, seemed to have a great influence on her.
When she visited Irimachi, Nikko, she saw those who worshipped
Daikokuten, the god of wealth. She could not accept them because they
prayed God for wealth and was steeped in materialism. She could not accept
Ainu people who were given to drinking as a part of worship. This reminds us
the temperance movement of Victorian England. Many Christian organizations
supported the temperance movement because drinking habits lead people to
collapse of families, crimes, and numerous absences from work.
While Isabella set great hopes on the effect of Christianity, she represented
the missionary works of the Meiji Era in Unbeaten Tracks in Japan. She
showed that missionaries contributed to Japanese medical treatment and edu-
cation, and how Japanese people were converted to Christianity. Unbeaten
Tracks in Japan gives her impression not only of Japanese culture and habits
but also of the missionary works.
